
西高校生レポート西高校生レポート 西高農場は、地域とともに先端技術の研究・研修、
憩い、自然とのふれあいの『場』として開放しています。

　５月 ２６ 日に全校生徒 ３０５ 名による全
校田植えが行われました。この取り組み
は、農作物に感謝するとともに、生徒各
自の１年が稔り多いものとなることを祈
念して開催され今年で３年目になりま
す。はじめに佐々木先生から田植えの方
法を教わり、学年ごとにわかれて能代西
高の圃場で田植えに挑戦しました。
　農業に精通した２～３年生は慣れた
手つきであっという間に植えていきま
した。初体験となる１年生はぬかるみに足を取られながらも、あき
たこまちの苗を３～４本ずつ丁寧に植えていきました。また、午前
中には圃場の一部を使って、能代西高とＪＡ青年部北支部が協力し、
向能代小学校の児童の田植え体験に参加しました。生徒達は児童に

植え方をやさしく教え、一緒
に植えていきました。参加し
た児童からは、「初めての体
験だったけどとても楽しかっ
たです」といった感想が聞か
れました。
　晴天のもと行われた全校田
植え後は緑の絨毯が完成し、
秋には全校生徒による稲刈り
が予定されています。

～全校田植え～

　生物資源系列の作物栽培を担当している生徒６名
は、ＪＡと連携して能代西高の学校田に合った除草
剤の研究をしています。
　ノビエ・コナギなどの一年生雑草の生態や雑草防
除法は圃場を観察して学び、特性の異なった 4種類
の除草剤を各圃場ごとに分けて使用しています。今
後、作物栽培の生徒達は、除草剤散布や草刈り、追
肥などを行い秋の刈取りに向けて生育管理を行って
いきます。

～ＪＡ営農指導部との連携～

↑目的に合った除草剤を選択し使用しています

↑泥の感触を楽しみました
↑童心に返って泥んこ田植え
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↑小学校・ＪＡ青年部との連携

獅子座（7・23〜 8・22）　珍しく優柔不断になってしまう傾向あり。信頼できる人に助言を求めてみて。気分転換には露天風呂が最適
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